














































































































































































































































































































































































が，複素数 z＝a＋bi（ a，b は実数）での和の記号 “＋” は「文字と式」での実数の和を表わす “＋” とは異なり，
ベクトル空間での，特に平面（ᴯ次元ユークリッド空間）Rᴯ，空間（ᴰ次元ユークリッド空間）Rᴰでのベクトル
の和とつながっているのである。高校生には数学Ｂの教科内容である平面 Rᴯ，空間 Rᴰでのベクトルの性質をも
きっちりと理解して，複素数との関係にも興味を持てるように授業を進めてもらいたいものであると考える。さら
に，ᴯつの複素数の和の定義を見ると，その定義は平面，空間におけるベクトルの基本的な性質（和，差，ベクト
ルの実数倍等）とつながっているのである。
　複素数の相等から平面，空間でのベクトルの性質を理解しておいた方が良いわけであるが，複素数自身は実係数
のᴯ次方程式の解が実数として存在しない場合から必要とされたわけである。
　私は最初に複素数を勉強したのはᴯつの実数空間の直積の元である実数の順序対を考えて定義されたものであっ
た。±¸°°年代にハミルトンが今までに述べてきた，高校の教科書で説明される負の数の平方根の概念を用いない，
実数の順序対（ a，b ），（ c，d ）に対して和と積を
　　　　　（ a，b ）＋（ c，d ）＝（ a＋ c，b＋d ），（ a，b ）・（ c，d ）＝（ ac－bd，ad＋bc ）
によって定めた。そして，（ a，b ）を複素数といい，実数は（ a，ᴭ）の形で表わされ，（ᴭ，ᴮ）は虚数単位に
あたる。そうすると，複素数の相等，ᴯつの複素数の和等を考えると，平面のベクトルと関係する，ベクトルの性
質を知ってから複素数を学んでいくのが複素数の理解のために有効であるとなるであろう。ハミルトンの考えは，
ハミルトン自身が複素数を四元数へと結び付けて考えて行ったことでも伺えるであろう。
　また，ハミルトンの考えのように複素数をベクトルとして考えて，見ていくと，平面上での図形の問題を考える
上でも複素数は非常に役に立つ役割をも演じてくる。
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